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～誰もが人間らしく生活できる税制と福祉を～

みなさんと力を合わせてにがんばります
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

先
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
大
門
み

き
し
参
議
院
議
員
の
３
選
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の

ご
支
援
に
対
し
、
心
か
ら
の
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

様
々
な
ご
意
見
を
聞
き
消
費
税
増

税
で
は
な
く
、
誰
も
が
人
間
ら
し
く

生
活
で
き
る
税
制
と
福
祉
が
必
要
だ

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
、
み
な
さ

ん
の
生
活
向
上
の
た
め
に
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
り
ま
す
。

猛
暑
の
折
、
熱
中
症
に
な
り
や
す

く
、
屋
内
で
も
十
分
お
気
を
つ
け
く

だ
さ
い
。

６
月
議
会
は
、
２
日
開
会
し
川
越
市

地
球
温
暖
化
対
策
基
金
条
例
や
市
内

小
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
請
負
契

約
の
た
め
の
条
例
な
ど
24
議
案
を
日

本
共
産
党
を
含
む
全
会
一
致
で
可
決

し
22
日
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
、
仙
波
小
・
武
蔵
野
小
、
大

東
中
・
霞
ヶ
関
中
、
城
南
中
・
高
階

中
、
月
越
小
や
泉
小
の
体
育
館
な
ど

耐
震
補
強
工
事
の
契
約
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。
学
校
の
耐
震
化
は
、

子
ど
も
達
の
学
び
の
場
だ
け
で
な
く

災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
も
大
切

な
場
所
で
す
。
市
は
国
の
補
助
率
を

ア
ッ

プ
を
活
用
し
耐
震
化
を
促
進
。
順
調

に
進
め
ば
平
成
24
年
度
に
は
全
て
の

学
校
の
耐
震
化
が
完
了
す
る
予
定
で

す
。日

本
共
産
党
は
、
新
耐
震
基
準

（
昭
和
56
年
以
降
）
の
建
物
や
す
で

に
耐
震
化
が
行
わ
れ
て
い
る
建
物
も

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
建
物
に
つ
い

て
調
査
し

改
修
す
る

よ
う
求
め

ま
し
た
。

小
中
学
校
の
耐
震
化
が
進
み
ま
す

平
成
24
年
度
で
完
了
予
定

ヘルパー制度の
改善が必要です！

私は、「入所施設で暮らしてい

る重度障害者の通院・買い物・余

暇活動等を支援するヘルパー制度

の拡充などを求める請願書」に賛

成しました。啓政会、公明党、Ｐ

川越21、やまぶき同志会、自民ク

ラブ、スピリット50、民主党が反

対し不採択になりました。残念で

す。

施設入所者のヘルパー利用は、

介護給付に含まれますが、通院や

墓参り、買い物などの外出にまで

まわらず支援が不十分なのが実態

です。憲法25条に照らして尊厳あ

る生き方ができるよう保障するの

が行政の役割です。



地域や市民の声を市議会で提案しました
今回の議会は、１、市民の暮らしに欠かせない都市農業の発展について、２、大東地域の諸

問題について一般質問しました。みなさんのご意見、ご感想をお聞かせ下さい。

３
代
続
け
ば
農
地
が
な
く
な

る
税
制
を
改
革
す
べ
き

私
は
、
農
業
に
必
要
な
作
業
場

な
ど
の
土
地
に
対
す
る
固
定
資
産

税
を
農
地
に
準
じ
た
課
税
と
す
べ

き
。
相
続
税
は
農
地
と
し
て
継
続

利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
軽
減
で

き
る
よ
う
国
の
農
地
税
制
の
見
直

し
が
必
要
だ
と
主
張
。

生
産
緑
地
の
追
加
指
定
で
農

地
・
緑
の
保
全
を

私
は
、
国
が
都
市
農
業
を
守
り

持
続
可
能
な
振
興
を
図
る
こ
と
を

閣
議
決
定
し
た
こ
と
に
ふ
れ
、
市

が
生
産
緑
地
の
追
加
指
定
の
要
綱

を
つ
く
る
べ
き
と
質
問
。
都
市
計

画
部
長
は
、
新
た
な
生
産
緑
地
指

定
基
準
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
と

の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

直
売
所
新
設
の
支
援
策
を

農
家
の
所
得
安
定
と
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
、
市
に
農
産
物

直
売
所
を
増
や
す
取
り
組
み
を
強

め
る
よ
う
方
策
を
提
案
し
ま
し
た
。

産
業
観
光
部
長
は
、
現
在
、
市
の

補
助
は
な
い
が
、
地
域
の
要
望
に

応
じ
て
直
売
所
開
設
の
補
助
基
準

設
置
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
さ
い
た
ま
市
の
直
売
所
マ
ッ

プ
を
議
場
で
広
げ
、
来
年
は
庭
先

販
売
や
観
光
農
園
も
含
め
直
売
所

マ
ッ
プ
を
つ
く
り
市
民
や
観
光
客

に
配
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と

要
求
し
ま
し
た
。

市
民
農
園
増
や
す
方
策
あ
る

遊
休
農
地
の
活
用
に
も
効
果
が

期
待
さ
れ
る
市
民
農
園
は
、
相
続

税
の
納
税
猶
予
が
同
時
に
受
け
ら

れ
る
農
園
利
用
方
式
に
よ
る
開
設

が
最
適
で
、
市
の
考
え
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
農
園
利
用
方
式
で
の
開

設
の
推
進
を
考
え
て
い
る
と
答
え

ま
し
た
。

旧
道
の
渋
滞
緩
和
の
た
め

市
道
の
幹
線
道
路
整
備
を

大
東
地
域
の
諸
問
題
で
は
、
国

道
と
太
田
街
道
が
交
差
す
る
南
大

塚
交
差
点
の
問
題
で
国
道
北
側
の

部
分
に
右
折
帯
が
な
く
朝
夕
と
旧

道
（
入
間
川
街
道
）
の
ほ
う
ま
で

渋
滞
し
て
い
る
状
況
で
す
。
国
道

へ
の
左
折
車
は
自
転
車
や
歩
行
者

の
往
来
を
待
つ
状
況
で
右
・
左
折

の
車
が
い
る
と
何
台
も
通
過
で
き

ず
交
差
点
を
抜
け
る
の
に
時
間
が

か
か
る
と
い
う
声
を
紹
介
。
歩
道

も
狭
い
た
め
歩
行
者
も
非
常
に
危

険
な
状
況
で
す
。
市
の
右
折
帯
の

設
置
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
っ
た

所
、
建
設
部
長
は
、
国
土
交
通
省

と
協
議
す
る
な
か
で
交
通
の
円
滑

化
や
歩
行
者
の
安
全
に
配
慮
し
た

交
通
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

国道１６号・新宿三丁目交差点は、

所沢街道と交わる部分で大勢の歩行者・

車が行き交いますが歩行者を守る待機

場所がありません。この程、元ガソリ

ンスタンドの一部の土地を買収し待機

場所が設けられました。私は当時、守

屋ひろ子県議、住民と一緒に現場を調

査し議会で取り上げました。

都
市
農
業
応
援
の
市
政
へ

日
本
共
産
党
・
川
口
知
子
市
議
の
一
般
質
問

国道１６号・新宿三丁目交
差点一部改善されました

守屋ひろ子前県議と待機場所にて

農園利用方式で開設された

佐藤レジャー農園（古谷）


